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論文内容の要旨
近年、我が閣においても、「観光Jは経済的な資源として、あるいはビジネスの対象として、その
重要性の度合いを高めつつあるが、本論文は、このような観光の経済的資源としての価値の高まりと
いう趨勢を踏まえつつも、問時に、観光のもつもう一つの重要な側商、すなわち毘民の生活の質を高
めるための生活資源としての観光、あるいは地域の社会的資源としての観光という側面に注目して、
現代日本における観光の新たな展開が意味するところを分析し、その今後のあるべきかたちを探ろう
と試みたものである。
本論文の第一章 (i現代社会におけるツーリズムの変容J)では、近年における新たな観光(ツーリ
ズム)のあり方の総括と分析を通して、このような観光の「変容」の背後にあるものが探られている。
なたとえば、エコツーリズムやアグリツーリズムといった環境保全にセンシティブな新たなライフス
タイルに基づいた観光や、ソーシャルツーリズムのような労働生活と表裏一体となった生活の質の向
上を目指した観光など、従来のマスツーリスムや旅行会社によってパッケージ化された観光とは大き
く異なった観光のかたちが日本でも広がりつつあることが指摘され、そこから、このような新たな観
光のあり方をへと向かう人ひ、との営みの背景には、ただたんにさまざまの「与えられた」観光資源を
消費するだけの観光にはもはや満足しない、人びとの多様化した価値観と観光へのニーズが生まれて
きていることが指摘されている。それゆえ、現在では、観光は人びとの多様化する価値観に裏打ちさ
れた、人びとの主体的な行為として、それゆえ人々の文化的・社会的な営みとして、把握されなけれ
ばならないと筆者は主張する。そして、実際に習や地方の観光政策においても、このような人びとの
観光ニーズの多様化に対応するための試みが始まっていることが、各種資料を通じて指摘されている。
そして、この章においては、観光へのニーズの多様化に応えるかたちで、観光における新たなサービ
ス提供主体が、とりわけ非営利組織やスモール・ビジネス、あるいは地方公共団体といったかたちで、
出現してきでいることが指摘されている。すなわち、ツーリズムにおけるサービスの受け手と提供側
の双方において新たな主体が出現していることが強調されている。
さらに第二章(iツーリズムの権利化J)では、このように、観光を人びとの「生活の質」にかかわ
るE重要な行為としてとらえるという視点をさらに一歩進めて、観光という人びとの営みがもはや一部
の人びとのたんなる余暇あるいは遊沢としてではなく、「すべての」人び、との「よりよい生活」のあ
り方に関わるものとして、それゆえ「すべての」人びとにとってのひとつの f権利」として、把握さ
れるべきである、という主張が展開されている。もちろん、この「権利としての観光」というものは
いまだひとつの理念にとと、まっており、法的に、あるいは社会制度的に、具体化されたものではない
ということを筆者は綾々指摘しつつも、しかし、確実にそうした観光の f権利化j の趨勢は存在し、
また強まりつつあるとも主張している。本章では、この f権利としての観光」という視点から、現在
うまれつつあるさまざまの新たな「観光」現象を統一的に把握しようと試みているといえる。
そして、この f権利としての観光jという暖念を背景において、現在の日本における観光のあり方
を見てみるならば、そこにはこの権利から著しく疎外あるいは「排除」されている多くの人びと(た
とえば障がい者や高齢者、さらには経済的困窮者など)の存在が、観光を巡る重要な問題として浮上
してくる。第三章(iインクルーシフ・ツーリズムの可能性J)では、この「権利としての観光Jとい
う理念を背景にして、観光という領域における「社会的排除jの問題が提起されている。そして、観
光がひとつの消費財として消費されるにとどまっている段階では(すなわち商業的マスツーリズムが
支配的であった段階では)、決して問題となりえなかったであろう、観光から排除されている人びと
の観光への「アクセシビリティ」の可能性が生まれつつあると、筆者は言語じている。
第四章(f官民協働によるインクルーシブ・ツーリズムの推進J)では、前章で述べられた「インク
ルーシブ・ツーリズムの可能性jをひらくものとしての「官民協働によるインクルーシブ・ツーリズ
ムの推進j について論じられている。本章では特に、「インクルーシブ・ツーリズム」における地方
公共団体や非営利組織(耳PO)の果たす(べき)機能と役割が考察されており、このような「新たな
主体Jこそが「時には既存の産業界と対立し、そのシステムを組み替え、新しい仕組みを構築させよ
うとする志向を潜在的に持っている」と主張されている。すなわち、既存の観光サービスの提供主体
(大手の旅行会社など)が担うことのできない、観光における「排除」を克服するための「インクル
ーシブ・ツーリズム」の担い手として、筆者はツーリズムの領域におけるさまざまな非営利組織の出
現に注目し、さらにはそうした非営利組織の活動領域を開示するものとして「官民協働社会jを位置
づけている。なお、本章では、こうした非営利組織の活動を可能にするもうひとつの重要な要因とし
て「社会関係資本の構築」についても論じられている。
第五章(rインクルーシブ・ツーリズムに関する事例調査と方法J)は、第四章までの現代社会にお
ける観光(ツーリズム)の「変容」についての f理論的」考察を、第六章以降の f事例研究jへと紫
げていくための「中間考察Jの主主であり、日本における「インクルーシブ・ツーリズムに関する非営
利活動」の全体的な概観がなされている。そして、こうした「観光」非営利組織の多くが、「地域観
光j の担い手として出現してきでいることに注目して、筆者は、こうした非営利活動と「地域構造」
との密接な関連についての考察を展開している。すなわち筆者は、 fNPO(活動)の基盤」に存在する
(はずの)地域での「インフォーマルな関係性や綴密な空間」こそが、そうした非営利活動への地域
の人びとの「参加j を促すものであると論じて、 NPOなどの非営利組織もまた地域の「社会関係資本
を形成していくj主体であると主張している。さらには、こうして形成される社会関係資本と地域の
ネットワークを基盤として、これまでツーリズムから排除されてきた障がい者や高齢者は、ただたん
に観光サービスの受け手としてだけではなく、地域住民のひとりとして、観光サービスの提供主体と
して参加することが可能になるとも論じている。
第六章から第八章の三つの章では、新しいツーリズムを(萌芽的にではあるが)実践している(と
筆者がみなしている)三つの非営利組織の活動の紹介・分析を通じて、前主主ーまでの「理論的」考察で
展開されてきた新しいツーリズムの現締点における具体的かたちとその課題が提示されている。第六
章(r非市場領域の活性化J)では、観光地としての地域社会(伊勢・忘際)の再生・活性化を目的と
して活動を展開している fNPO法人伊勢志摩バリアフリーツアーセンター」が事例として紹介され
て、民間の宿泊施設、旅行会社など市場における観光業者と非営利組織の関わりについてや、非営利
組織が自らををどのように観光市場に関連させていくべきなのかといった諜題が論じられている。第
七章 (fアクセシビリティ促進における福祉制度の活用と協働)は、障がい者の就労支援事業として
ツーリズムに取り組んでいる fNPO法人ウィズアス」を取り上げて、非営利ツーリズム事業におけ
る障がい者の「参加」の可能性と課題について論じている。第八章(rボランティアによる支援J)で
は、 fNPO法人高齢者・障がい者の旅をサポートする会」の活動を取り上げて、このボランティアを
主体としたこの組織の活動が実際に「旅行をあきらめていた人のツーリズムの機会を拡大させてい
るJということを紹介しつつ、同時に、こうした活動をささえているボランティアの実態をも示しな
がら、非営利ツーリズム事業におけるボランティア活動のありかたについての議論を展開している。
第九主主(r官民協働によるインクルーシブ・ツーリズムの推進に向けてJ)では、以上の理論的考祭
と事例紹介を踏まえて、非営利組織によるツーリズムの推進は「新しいツーリズムの仕組みを支える
ものとなっていく可能性はある」という筆者の結論的な主張が述べられている。そしてこの「可能性」
の根拠として、改めて「組織や仕組みを支える基盤」としての「ボランティア」と f地域Jの重要性
が論じられている。
論文審査の結果の要旨
日本社会が本格的に「余暇時代」に突入したのは 1960年代のことであり、それは、経済の高度成
長に伴って大きく膨らんだ中間層が余暇を享受できる階層として大量に出現した時代であった。しか
し、この段階においては、未だ観光(ツーリズム)は観光産業(大手旅行会社など)が提供するパッ
ケージ化された観光サービスをいわば「受動的にj消費する、そのような観光が一般的であった。社
員旅行や修学旅行といった団体旅行や、画一化されたパッケージ・ツアーが一般的であったその時代
にあっては、それゆえ、観光という営みにおける偶人の主体性や、「余暇」に収まらない観光の目的
や意味が意識されることもほとんどなかったと言える。しかし、このような「経済成長の時代」が過
ぎ去って、良くも怒くも日本社会が「成熟」するにつれて、観光に対する人びとの意識やニーズは、
おおきく変容してきた。それに伴って、バックパッカー・スタイルの旅行や、エコツーリズム・グリ
ーンツーリズムといった従来の観光概念では把援困難な多様な観光(ツーリズム)のかたちが出現し
たのである。
本論文は、まず最初に、このツーリズムの f変容」という現象を、その根底にひそむ日本社会にお
ける「個人化Jr私事化」の趨勢と、それに規定された人びとの意識や価値観の多様化という日本社
会総体の「変容Jr変動Jのひとつのあらわれとしてとらえようと試みており、この点が本論文のひ
とつの大きな特徴である。近年になって、観光という領域がひとつの学問領域として徐々に整えられ
つつあるとはいえ、それらの多くはいまだ観光産業の従事者のための「ノウハウ」の整備といった側
面が濃厚であり、あるいはせいぜい観光「産業論」として研究されるに留まっており、周有の「観光
学j を提示できてはいないといわざるをえない。
そうした研究状況にあって、本論文は、 f観光j とは何かという根本的な聞いに真正面から取り組
み、観光という人間の営みが、を社会(科)学の正当な研究対象でありうるということを示したとい
う点において、まずは評価されうるだろう。なによりも、観光(ツーリズム)の意味を人間存在のあ
り様から根本的に捉え直そうとする本論文の姿勢は貴重であり、ツーリズム研究にひとつの新しい視
座を提供するものであり、また今後、観光社会学をひとつの学問領域として確立して行くための重要
な営みでありうると評価できる。
次に、人びとの多様化した意識や価値観によって支えられた「新しい」観光(ツーリズム)を、人
びとの「生活の質Jそのものに関わる、重要な営みとして、それゆえ普通的な価値をもっ営みとして
把握しようと試みている点において、本論文はきわめてユニークかである。そしてさらにここから、
このように、観光を経済的・時間的に「余裕」のある人びとの「余暇」活動として(だけ)ではなく、
「すべてのj人びとの普遍的な欲求に根差した営みであると把握することによって、本論文では「権
利としての観光」というこれもまたきわめて刺激的で問題的なテーマを導き出している。たしかに、
はたして筆者が本論文において「権利としての観光jとい主張を、本論文のすべての読者が納得しう
るかたちで提示できているかどうかという点においては、判断の分かれるところであるのかもしれな
いが、しかしそれでも、この主張と問題提起、そしてその「論説Jのための議論は、きわめて有意義
なものであり、今後の観光研究(あるいは観光学)が決して無視することのできない重要な課題を提
示したものであると、高く評価することができる。
そしてこの f権利としての観光jという視点を導入することによって、本論文は、観光そしてこの
「権利としての観光」という視点を導入することによって、本論文は、観光(ツーリズム)という領
域における「社会的排除j という、これもまた、従来の観光研究においては(ツーリズムにおけるバ
リアフリー論を除けば)ほとんど論じられることのなかったテーマを導き出し、ここからこの「社会
的排除」を克服するための新たな観光のあり方として「インクルーシブ・ツーリズム」という魅力的
なビジョンを呈示している。そして、人びとのツーリズムへの主体的な参加の意識と、ツーリズムの
領域における人権意識の高まりとの聞には密接な関連があることを示しながら、筆者は、この「イン
クルーシブ・ツーリズムjのうちに、新たなツーリズムの(趨勢)のひとつの典型を見いだそうと試
みているが、このようなとらえ方は、差別や排除とそれへの社会的対応のあり方を具体的な社会的場
面で考察したものとして、貴重なものである。
以上のように、本論文の最も基底的な視点は、観光を経済やビジネスの視点から把握しようとすれ
ば必然的にこぼれ落ちてしまうような、その「非」市場的な価値の側面から捉えようとしたものであ
ると解することができるのだが、本論文はこの視点に導かれて、ツーリズムのもうひとつの新たな主
体(すなわちツーリズムにおけるサービス提供の新たな主体)としての非営利の組織 (NPO)とその
活動にも巨を向けている。とりわけ、こうした非営利組織の活動が主として F地域観光」という従来
の観光産業がほとんど呂を向けてこなかった領域において広がりつつあることに注医して、そこか
ら、 「地域J r社会関係資本J r住民(参加)Jという、いわば非市場「経済jのトリアーデのうち
に新しいツーリズムや「インクルーシブ・ツーリズム」の可能性を探ろうと志向している点はきわめ
て興味深い。もちろん、本論文において筆者が明らかにしようと試みた「新しいツーリズム」あるい
はそのひとつの典型としての「インクルーシブ・ツーリズムJは、現段階では、その萌芽形態をわず
かに垣間見ることができる程度のものでしかなく、このことに規定されて、上記のような主張が十全
に「実証Jされているとは言い難い側面もあるが、しかしそれでも、ここで展開されている「地域J
の人びとや歴史的に蓄積されてきた「社会関係資本」の厚みによって支えられる「非営利Jr非市場」
のツーリズムという論理は説得的かつ刺激的でsる。
以上のように、本論文は、観光とその消費という従来の観光学が暗黙の前提としていた視点を批判
的に栂対化しつつ、 fツーリズムjというより普通約な概念を用いることによって、人びとを観光(ツ
ーリズム)の多様な機能の享受と提供の「主体j と位置づけ、そのような「現代のツーリズム」の多
様な様相を「観光の権利化」へのダイナミックな過程としてとらえ、その担い手を産業界、行政、消
費者、働く人びと、あるいは排除されがちな社会的「弱者J、様々な「非営手rJ活動を行う諸団体等
へと拡大し、そのことによって、ツーリズムの社会的役割や機能の「社会(科)学的なj分析の可能
性を指し示した点において、何よりも高く評価されうるだろう。
とはいえ、もちろん、本論文にはいくつかの重要な課題も残されていることは確かである。そのも
っとも大きなもののひとつは、すでに触れたように、 「実証」性の弱さである。観光研究のための新
たな「理論モデルJとしては、きわめて磁力的な本論文ではあるが、しかしはたして、このモデルが
どの程度、今現在の「現実の」観光現象を分析するのに有効であるのかという点については、必ずし
も説得的に展開されているとは言い難い。論文後半部分の「事例」の紹介と分析の部分を通じて、筆
者の理論モデルが「想定j しているのであろう「新たなツーリズムJのおぼろげなかたちを垣間見る
ことはできるのだが、やはりそれはいまだ不十分であると言わざるを得ない。もちろん、筆者の主張
する「新たなツーリズム」はいまだ潜勢の状態にあり、その「実証」が閤難であることは十分に理解
できるが、しかしそれでも、この「実説」によって裏付けられてはじめて、その理論モデルも十全な
納得性と説得力をもちうるのであるということを自覚して、さらなる「実証jの綴み重ねがなされる
ことを期待したい。
そして、 「理論J部分について言えば、いくつかの概念ついては、それがト分に但橋・展開されて
いるとは言い難いと見えた。たとえば、 「宇士会関係資本jや「マイナー・サブシステンス」といった
概念は、本論文では「地域」を基盤として展開される非営利組織の存在を支える重要なファクターと
して位讃づけられているのだが、その内実は必ずしもクリアではない。それら概念の静香的な定義を
分析のための概念として精微化していくことが望まれる。
以上、本論文にはいくつかの課題も残されてはいるが、しかし、総体として見るならば、本論文は、
その発想と問題意識の斬新さにおいて、また狸論展開の確かさにおいて、きわめて優れており、論述
も明快である。よって、本論文は、本研究科の課程博士の学位に十分{践するものであると判断する。
